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名
)

名
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由

  1書
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絶
 

月
 

日
1備

   
考

1            1

一
一

０〇　一

一

十

一一̈一一■

昭
和

何
年

何
月
何

日
調

製

何
市

(町
)(村

)選
挙
管
理

委
員
会
委

員
長
 
氏

/‐

rr‐

―
一

―
―

一

´

一
―

…
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く
、

中Ｒ演終

的輸毅∽０

位．饉理く　菫鶏駅鶴計覇緯警　“一 轟

1 
請

求
の
方

法
の
記
載

例
中
「

直
接

」
又

は
「

郵
便

」
と
あ

る
の

は
、
選

挙
人

が
直
接

に
叉

は
郵

便
で

請
求

を
し
た
場

合
を
い
い

、

「
般

長
」

「
病

院
長

」
「

刑
務
所

長
」

、
「

代
用

監
獄

の
管
理
者
」

「
少

年
院

長
」

又
は
「

国
立

保
養

所
の

所
長
Jと

あ
る

の
は

、
選

挙
人
が

こ
れ

ら
の

者
を
通

じ
て
請

求
Lノ
た

場
合

を
い

う
。

請
求

の
月

日
の
欄

に
は

、
請

求
を
受
理

し
た

月
日
を
記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

事
由
の
記
載
例
中
、
区
分
欄
に
は
法
第

19条
各
号
の
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ

1・
2.3.の

ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
を
も
つ
て
表
示
す
る
も
の

と
す

る
。
          1

交
付

の
方
法

7D記
載

例
中
「

直
接

」
又

は
「

郵
便

」
と
あ

ど
の

は
委ヽ

員
長

が
選

挙
人

た
る

と
般

長
、

刑
務

所
長

、
代

用

監
獄

の
管
理

者
、
少
年
院

長
叉
は
国
立
保

養
所

の
所

長
た

る
と
を
問
わ
す

こ
れ

ら
の
者

に
直
接

に
交
付

し
叉

は
郵

便
で
途

付
し
た
場

合
を
い

う
。

5 
「

投
票

の
有

無
又

は
投

票
用
紙

の
途

付
若

し
く
は
途

致
の

有
無
」

欄
中
「

投
票

の
有

無
Jと

あ
る
の

は
、
第

56条
の
規

定
に

る
投

票

の
有
無

を
い
い

、
令

第
57条

及
び

令
第

59条
の
規

定
よ
る
投

票
の
場
合

に
お

い
て

は
、
そ
の
投

票
用
紙

の
途

付
叉
は
途

致
の
有
無

を

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

0 
「
投

票
の

日
又

は
投

票
用

紙
の
途

付
若

し
く
は
途

致
を
受

け
た

月
日
J欄

の
記

載
に
つ

い
て

は
、

5に
準

す
る
。

7 
備

考
欄

に
は

、
次

に
掲

げ
る

も
の

を
記

載
す

る
も
の

と
す

る
。

イ 
選

挙
人
の

氏
名
の

み
の
記

載
で

は
選

挙
人

を
確

認
す

る
こ

と
が

困
難
で

あ
る
場

合
に
お

け
る
当
該
選

挙
人

の
選

挙
人

名
簿
登
録
番

号
、
佳
所

等
。              :

口 
令

第
52条

第
3項

の
規

定
に

よ
り
、
選

挙
人

が
証

明
書

を
提

出
で

き
な

い
旨
疎

明
し
た

場
合

に
は

、
委

員
会

の
委

員
長
が

と
つ

た
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投
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し
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要
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た
事
項
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